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  （百万円未満切捨て）

１．2020年３月期第３四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する 
四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期第３四半期 21,775 2.9 2,747 11.3 2,986 8.7 1,970 9.3 

2019年３月期第３四半期 21,163 3.0 2,467 12.1 2,747 16.7 1,802 12.7 
 
（注）包括利益 2020年３月期第３四半期 2,038 百万円 （81.7％）   2019年３月期第３四半期 1,122 百万円 （△69.2％） 
 

  １株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年３月期第３四半期 82.97 － 

2019年３月期第３四半期 75.88 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2020年３月期第３四半期 48,460 39,011 79.0 

2019年３月期 48,214 37,795 76.9 
 
（参考）自己資本 2020年３月期第３四半期 38,296 百万円   2019年３月期 37,093 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2019年３月期 － 12.00 － 18.00 30.00 

2020年３月期 － 15.50 －    

2020年３月期（予想）       15.50 31.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 30,000 6.8 3,400 6.3 3,650 4.2 2,400 4.2 101.06 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）             、除外  －社  （社名） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期３Ｑ 25,372,447 株 2019年３月期 25,372,447 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期３Ｑ 1,625,334 株 2019年３月期 1,625,147 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期３Ｑ 23,747,246 株 2019年３月期３Ｑ 23,747,531 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、人手不足を背景にした自動化投資などで設備投資が増加し、

消費税増税後の消費落ち込みに備えた政府の対策もあり、内需は堅調に推移しましたが、輸出向けを主とする製造

業では海外経済の減速に伴う外需の減少で業績が悪化し、景気は弱含みに推移いたしました。また、米中の貿易を

めぐる対立は緩和されましたが、緊張高まる中東、香港情勢など地政学リスクの発現で、更なる海外経済の減速や

円高進行への懸念もあり、先行きに不透明感が残る状況で推移いたしました。

 このような事業環境のなかで、当社グループは経営基盤の更なる強化に取り組むとともに、収益拡大に貢献する

製品開発とその拡販に努めてまいりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は工業用製品事業の売上高が増加したことにより217億７千５百

万円（前年同四半期比2.9％増）と増収となりました。利益面は営業利益27億４千７百万円（同11.3％増）、経常

利益29億８千６百万円（同8.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益19億７千万円（同9.3％増）となりまし

た。

 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

① 工業用製品事業

 当セグメントにおきましては、精密化学品分野において「医薬用リン脂質」や機能性樹脂などの販売が増加し

ましたが、海外向け「ラノリン」の販売が減少いたしました。この結果、売上高は157億８千３百万円（前年同

四半期比2.4％増）、セグメント利益（営業利益）は21億８千６百万円（同16.1％増）となりました。

② 家庭用製品事業

 当セグメントにおきましては、新規顧客の獲得や新製品の拡販により環境衛生分野の販売が増加いたしまし

た。一方で、衣料用防虫剤からの撤退もあり、売上高は52億３千７百万円（前年同四半期比4.7％増）、セグメ

ント利益（営業利益）は４億５百万円（同1.3％減）となりました。

③ その他

 その他の事業の売上高は７億５千３百万円（前年同四半期比1.3％増）、セグメント利益（営業利益）は１億

５千５百万円（同11.0％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度（以下「前期」という。）比２億４千６百万円増加し、

484億６千万円となりました。これは主として、受取手形及び売掛金の増加などにより流動資産が１億７千７百万

円増加し、投資有価証券の増加などにより固定資産が６千８百万円増加したことによるものであります。

 当第３四半期連結会計期間の負債は、前期比９億６千９百万円減少し、94億４千９百万円となりました。これは

主として、設備関係未払金の減少などにより流動負債が９億６千８百万円減少し、退職給付に係る負債の減少など

により固定負債が１百万円減少したことによるものであります。

 当第３四半期連結会計期間の純資産は、前期比12億１千５百万円増加し、390億１千１百万円となりました。こ

れは主として、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上19億７千万円及び配当金の支払い７億９千５百万円など

により株主資本が11億７千４百万円増加し、その他有価証券評価差額金の増加などによりその他の包括利益累計額

が２千７百万円増加したことなどによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 第３四半期連結累計期間の連結業績は概ね計画どおりに推移しており、2019年４月25日公表の業績予想に修正は

ありません。

 なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2019年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,551,875 11,853,475 

受取手形及び売掛金 7,618,168 8,097,748 

商品及び製品 2,631,557 2,429,749 

仕掛品 1,677,885 1,939,577 

原材料及び貯蔵品 2,324,112 2,584,271 

その他 179,678 256,006 

貸倒引当金 △157 △174 

流動資産合計 26,983,120 27,160,654 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,328,480 3,303,754 

機械装置及び運搬具（純額） 1,819,015 1,774,507 

土地 3,872,535 3,872,535 

建設仮勘定 416,281 358,907 

その他（純額） 429,582 479,695 

有形固定資産合計 9,865,896 9,789,400 

無形固定資産 307,033 282,025 

投資その他の資産    

投資有価証券 10,841,717 10,996,965 

その他 216,866 231,616 

投資その他の資産合計 11,058,583 11,228,582 

固定資産合計 21,231,513 21,300,008 

資産合計 48,214,633 48,460,663 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2019年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,127,526 4,410,296 

未払金 683,667 602,677 

未払法人税等 686,175 105,438 

賞与引当金 625,639 419,441 

役員賞与引当金 75,657 61,613 

設備関係未払金 971,495 364,903 

その他 527,779 765,497 

流動負債合計 7,697,942 6,729,868 

固定負債    

繰延税金負債 2,224,059 2,260,018 

環境対策引当金 96,871 92,475 

退職給付に係る負債 243,388 214,270 

長期未払金 24,984 24,984 

長期預り保証金 92,281 91,320 

資産除去債務 26,230 26,230 

その他 13,305 10,213 

固定負債合計 2,721,120 2,719,513 

負債合計 10,419,062 9,449,382 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,933,221 5,933,221 

資本剰余金 6,803,377 6,803,377 

利益剰余金 19,598,194 20,773,335 

自己株式 △1,024,461 △1,024,684 

株主資本合計 31,310,333 32,485,250 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,464,784 5,593,143 

繰延ヘッジ損益 △186 1,115 

為替換算調整勘定 359,052 254,548 

退職給付に係る調整累計額 △39,983 △37,722 

その他の包括利益累計額合計 5,783,666 5,811,085 

非支配株主持分 701,571 714,944 

純資産合計 37,795,570 39,011,280 

負債純資産合計 48,214,633 48,460,663 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

売上高 21,163,995 21,775,131 

売上原価 15,236,598 15,357,934 

売上総利益 5,927,396 6,417,196 

販売費及び一般管理費 3,459,415 3,669,987 

営業利益 2,467,980 2,747,209 

営業外収益    

受取利息 21,572 22,499 

受取配当金 182,644 196,120 

為替差益 46,316 － 

雑収入 40,289 28,920 

営業外収益合計 290,822 247,539 

営業外費用    

支払利息 3,345 1,599 

為替差損 － 5,569 

雑損失 7,989 1,524 

営業外費用合計 11,334 8,693 

経常利益 2,747,469 2,986,056 

特別利益    

固定資産売却益 295 9 

特別利益合計 295 9 

特別損失    

固定資産除却損 5,417 85,535 

減損損失 90,202 － 

特別損失合計 95,620 85,535 

税金等調整前四半期純利益 2,652,144 2,900,530 

法人税、住民税及び事業税 703,862 901,113 

法人税等調整額 96,487 △41,222 

法人税等合計 800,350 859,890 

四半期純利益 1,851,794 2,040,639 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,802,074 1,970,543 

非支配株主に帰属する四半期純利益 49,720 70,096 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △564,249 128,359 

繰延ヘッジ損益 919 1,442 

為替換算調整勘定 △167,947 △133,865 

退職給付に係る調整額 1,820 2,261 

その他の包括利益合計 △729,457 △1,802 

四半期包括利益 1,122,336 2,038,837 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,108,215 1,997,962 

非支配株主に係る四半期包括利益 14,121 40,874 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 調整額 

四半期連結 
損益及び包括 
利益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
工業用製品 

事業 
家庭用製品 

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 15,419,146 5,000,283 20,419,429 744,565 21,163,995 － 21,163,995 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
123,633 37,933 161,566 24,827 186,394 △186,394 － 

計 15,542,780 5,038,216 20,580,996 769,392 21,350,389 △186,394 21,163,995 

セグメント利益 1,882,337 410,679 2,293,017 174,963 2,467,980 － 2,467,980 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び薬理・安全性試験

の受託を行う事業を含んでおります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 工業用製品事業セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の

計上額は、当第３四半期連結累計期間においては90,202千円であります。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 調整額 

四半期連結 
損益及び包括 
利益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
工業用製品 

事業 
家庭用製品 

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 15,783,710 5,237,478 21,021,189 753,941 21,775,131 － 21,775,131 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
129,233 31,591 160,825 23,082 183,907 △183,907 － 

計 15,912,944 5,269,070 21,182,015 777,023 21,959,039 △183,907 21,775,131 

セグメント利益 2,186,232 405,340 2,591,573 155,636 2,747,209 － 2,747,209 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び薬理・安全性試験

の受託を行う事業を含んでおります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 
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